
 

定例記者会見資料（令和 2年 8月 31日） 

   特別定額給付金（10万円）の申請・給付状況実績         
【国庫事業】 

 新型コロナウイルス感染症緊急経済対策が４月２０日に閣議決定され事業化した「特別定

額給付金事業」について、当市は、８月 17日をもって申請受付を終了しました。 

１日でも早い給付により市民生活を下支えするため、当市では４月２３日、特別定額給付

金事業推進室を設置。５月１日には、オンライン申請受付を開始し、同日、振り込みを実行

するとともに、郵送申請のための申請書も、５月 11日、７万６,２５３世帯に発送しました。 

この結果、最終日現在の給付対象世帯数７

万９，６４６世帯に対し申請最終総件数７万

９,４９２件（９９．８％）となり、給付見込

み総額１６３億８千万円となりました。 

 

●申請・給付実績  ※申請期限：８月１７日 

 給付対象世帯    ７万９,６４６世帯 

 申請世帯数     ７万９,４９２世帯（９９．８％） 

給付世帯数     ７万９,４８７世帯（９９．８％） 

 未申請世帯         １５４世帯 

 給付額      １６３億８，２５０万円 

※数値は速報値であり、今後の精査により変更になる可能性があります。 
 

【問い合わせ】特別定額給付金事業推進室 電話 23-8071（直通） 

 

 

    がんばろう都城！事業者支援金の申請・給付状況         
【市単独事業】 

当市は、新型コロナウイルス感染症の影響により、昨年と比較して売上が減少している事

業者を対象に、事業継続に必要な家賃等の固定費や人件費など、事業全般に使える市独自の

支援金（２０万円）を支給する「がんばろう都城！事業者支援金」を４月臨時補正で予算化

するなど、市内約９，４００事業者の事業継続のため積極的な支援に取り組んできました。 

この結果、８月２８日時点の申請総件数５，５８８件に対し、交付決定５，１７９件（う

ち給付済み件数４，９０３件（９４．７％））となっており、総額９億８，０６０万円を給

付しました。 

 

●８月２８日時点申請・給付状況    ※申請期限：８月３１日 

 対象事業者    約９,４００社 

 申請件数      ５,５８８件 

 給付済み件数    ４,９０３件（申請に対する給付件数８７.７％） 

 給付額    ９億８,０６０万円 
 

【問い合わせ】都城市中小事業者支援センター（商工政策課） 電話 23-7185 



定例記者会見資料（令和２年８月 31日） 

 都城市公式 LINEを機能強化！              

 野生ザルなどの目撃情報を蓄積し、獣害を軽減！           
  

昨年 10 月 31 日にスタートした都城市公式

LINE。「友だち」登録数は 23,000 人に達し、

九州全市の中で４位、政令指定都市を除く人

口 10 万人以上の市の中で人口割１位となっ

ています。 

COVID-19感染症に関する情報や大雨などの

避難情報のほか、暮らしに役立つさまざまな

情報を適時発信していることから、市民から支持を集めています。 

 

●「都城市公式ＬＩＮＥ」を機能強化 

市民に寄り添い必要とされる「都城市公式ＬＩＮＥ」に、今回、野生のサルや

イノシシ、シカの目撃情報を通報する機能を追加します。農林作物等の獣害によ

る被害額は、近年減少傾向にあるものの、依然として高い水準で推移しています。  

今回、本機能を追加導入することにより、市民からの通報情報がデータ蓄積さ

れ、野生ザル等のより詳細な行動範囲や行動パターンの把握が可能となり、有効

な獣害防止対策の検討に役立てることができます。 

なお、獣害対策にＬＩＮＥを活用する取り組みは、全国でも例がありません。 

 

●「目撃情報」の通報方法 

都城市公式ＬＩＮＥの基本メ

ニューにある「サルなど目撃通

報」のアイコンをタップし、「通

報システムを起動。 

通報内容は、「目撃写真」「目撃

した位置情報」「目撃時間」「群れ

かそうでないか」等です。 

送られてくるメッセージに答

えていくと通報ができる仕組み

となっていて、とても簡単に手

早く通報できます。 

 

●運用開始 

 ８月 31日（月） 

 

 【問い合わせ】秘書広報課 電話 23－3174（直通） 

ココが入口！ 



定例記者会見資料（令和２年８月 31日） 

  二人の門出を祝福！入籍記念フォトブースを設置！ ！ 

 婚姻を届け出た二人のための記念撮影ブースを、９月２日（水）から、市役所

１階西側階段前ホール（市民課横）に常設します。令和２年６月から７月までの

１カ月の期間限定で設置した撮影ブースが大変好評であったことから、事業化

するものです。 

COVID-19感染拡大の自粛ムードで「婚姻届が出しづらい」などの声がある中、

婚姻届を提出した二人を祝うとともに、当市における結婚支援の機運も高めま

す。写真撮影も総合案内所のおもてなしガイドが対応しますので、婚姻を届け出

る際は、ぜひ、利用ください。 

 

●事業概要  

設 置 日 ９月２日（水） 

場 所 市役所１階西側階段前ホール  

予 算 額 ４９５千円 

内  容 

 婚姻を届け出る際に、記念撮影ができるブ

ースを常設。撮影のための小道具や、記念ス

タンプなども据え置きます。 

 

 

●背景パネルデザイン 

霧島山をセンターに、方言で結婚を

祝福するメッセージなどを配置。緑あ

ふれる都城らしさと、二人の新たな生

活のスタートをイメージしました。 

※土日・夜間の届け出の際にも利用で 

きます 

 

 

 

 
 

 【問い合わせ】総合政策課 電話 23-7161（直通） 

総合案内 

正面玄関 

↓市民課 

●オープニングセレモニー 

実際に婚姻届を提出した夫婦を招いて、オープニングセレモニーを開催します。 

日 時 ９月２日（水） 午前９時～９時 15分 

場 所 ブース設置場所 

内 容 市長あいさつ、記念パネル除幕、記念撮影 

 



定例記者会見資料（令和２年８月 31日） 

 令和元年度事業実施分マニフェストの外部評価結果    

当市は、マニフェストに記載された施策に係る各部局等における

取り組みの達成度について、評価の透明性及び客観性を向上させる

ため、外部評価を実施しており、今回、池田市政２期３年度目の外

部評価結果を公表します。 

 

●マニフェスト評価委員 

 委 員 長 宮内 孝（みやうち たかし）氏（南九州大学 人間発達学部 教授） 

 副委員長 小山 大介（こやま だいすけ）氏（宮崎大学 地域資源創成学部 准教授） 

 委  員 爲山 高志（ためやま たかし）氏（（財）みやぎん経済研究所 常任理事） 

 

●令和元年度事業実施総合評価  ８９.３５ 

平成 30年度（２期２年目） ８６.１１ 

平成 29年度（２期１年目） ８２.９０ 

【２期目】都城市マニフェスト評価委員会評価結果の推移（H29から R1に実施した事業） 

  H29 H30 R1 

総合評価 82.90  86.11  89.35  

マニフェスト項目（大分類）ごとの評価結果  

1 
輝きを増す３つの宝 

（農林畜産業の振興） 
85.67  86.67  90.33  

2 
輝きを増す３つの宝 

（地の利の拡大） 
83.33  85.67  86.67  

3 
輝きを増す３つの宝 

（人間力あふれる子どもたちの育成） 
82.67  84.33  88.33  

4 重要施策の推進 83.00  85.44  88.43  

5 市民サービスの更なる向上 80.67  84.67  88.67  

6 対外的 PRの更なる推進 84.33  90.33  95.00  

7 特色ある取組み 80.67  85.67  88.00  



定例記者会見資料（令和２年８月 31日） 

●マニフェスト７大項目に対する委員意見の一部紹介 

①輝きを増す３つの宝 ～農林畜産業の振興（平均点数 ９０.３３） 

農畜産業の各振興事業は多分野で目標を達成し、目に見えた成果が表れている。特に、新規

就農者支援事業やブランド力向上に関する事業、６次産業化関連事業の成果を高く評価する。 

 

②輝きを増す３つの宝 ～地の利の拡大（平均点数 ８６.６７） 

都城志布志道路は、災害対応から企業立地まで「地の利」の拡大効果が極めて大きく、早期

全線開通に期待。企業立地は、目標数を達成。既に当市の産業政策は次の段階へと達しており、

「雇用の質」の向上、新規雇用者定着による市の人口増加に向けた相乗効果を期待する。 

 

③輝きを増す３つの宝 ～人間力あふれる子どもたちの育成（平均点数 ８８.３３） 

  継続的かつ戦略的な施策、そして市民による教育への熱意が着実に成果となって表れてい

る。当市の持つ３つの宝の一つ「子どもたち」にとっての暑さ対策を喫緊の課題と捉え、小中

学校空調整備事業を令和元年度に完遂したスピード感を絶賛したい。ＡＬＴ、中学生・青少年

交流等の事業は、地域の若者の国際感覚の醸成に多大な効果があり、一層の充実を期待する。 

 

④重要施策の推進（平均点数 ８８.４３） 

  医療費助成事業の充実は、安全・安心なまちづくりを実現する大きな一歩。また、住民相互

関係が希薄化する中、地域活性化事業の意義は大きい。各地域自治組織による「取り組みの違

い」や「質の課題」が存在していたが、地域の個性を活かした「特色ある取り組み」を実施。 

 

⑤市民サービスの更なる向上（平均点数 ８８.６７） 

おくやみ窓口構築事業は、遺族の負担を軽減するための重要な取り組み。また、都城フィロ

ソフィ推進事業は、職員が主体的にフィロソフィの作成に携わり、市民の満足度向上に向けた

活動を継続。これらの取り組みには、長期的視点にたった活動の継続が重要。 

 

⑥対外的ＰＲの更なる推進（平均点数 ９５.００） 

  ふるさと納税推進事業は、市の財政への貢献に加え、地域経済への波及や当市の知名度アッ

プなどに大きく貢献。ミートツーリズム推進事業などニーズに柔軟対応したことが奏功して

いる。新型コロナ感染症の障壁は大きいが、引き続き柔軟且つ素早い対応を図って頂きたい。 

 

⑦特色ある取り組み（平均点数 ８８.００） 

  友好交流都市締結２０周年記念事業は良好な結果が得られ、中国及びモンゴル間の関係強

化のためにも継続が必要。地区公民館建設事業は予算的な制約がある中、毎年度着実に建設が

進められており高評価。今後も、当市のさらなる発展と市民サービスの向上、住みよいまちづ

くりのため、市民目線に立った施策の実施をお願いしたい。 

 

【問い合わせ】 総合政策課 電話：23-7161（直通） 
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